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大きさ

オス（平均）： 体長約140cm 体重約60kg
メス（平均）： 体長約120cm 体重約45kg

人間よりも少し小さいくらいの大きさです。
歩行時の体高は50～60cm程度です。

寿命

野生下で20歳を超える個体は稀です。
動物園など栄養条件がよい飼育個体では
30歳を超える個体もいます。

繁殖

雌雄ともに 4歳ごろから繁殖が可能になり、
メスは数年おきに 1～ 2頭の子どもを出産
します。若いメスは子育てに失敗すること
が多く、子どもの死亡率は特に高いと言わ
れています。

月の輪

胸に「三日月」模様の白い毛が生えていま
す。個体によってその形状は様々です。
ツキノワグマの名前の由来にもなっており、
英語ではMoon Bea r （ムーンベアー：月

熊）とも呼ばれます。

食べ物

9割以上の食べ物が植物質の雑食性です。
季節ごとに森に豊富にある草、葉、花、木の
実、昆虫などを中心に様々なものを食べま
す。基本的に、いわゆる「狩り」はしませんが、
シカなどの死体を見つけた時にはこれらも食
べます。冬には冬眠をするため、 9月頃から
は、ブナやミズナラの実であるドングリをひた
すら食べてエネルギーを蓄えます。
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本ニュースレターは独立行
政法人環境再生保全機構
地球環境基金の助成によ
り作成されました。

ツキノワグマってどんな動物？

可愛いキャラクターに使われたり、市街地出没や人身事故がニュースになったりと、世の中には
クマに関する情報に溢れています。一方で、本来の姿や生態はあまり知られていません。四国に
いるツキノワグマってどんな動物？大きさは？食べ物は？・・・などなど、まずはツキノワグマの基
本的な特徴を簡単にご紹介します！

い ま し た が 、
2012 年 に 環
境省により絶
滅が宣言され
ました。

日本にいるクマは2種！
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ツキノワグマの主な食べもの 認定特定非営利活動法人
四国自然史科学研究センター

NEXT ISSUE
次回は、四国のツキノワグマの分布
や生息数についてご紹介します！

ツキ ノワグマ と ヒグマ 、日
本にはこの 2種のクマが生
息しています。体のサイズ
が一回り大きなヒグマは北
海道のみ、その他の地域
（本州と四国）にいるのが
ツキノワグマです。かつ
ては九州にもツキノワ
グマが生息して
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